
百万円 %  総資産 73,080 75,164 △ 2,083

百万円 %   流動資産 66,411 68,981 △ 2,569

百万円 %   固定資産 6,669 6,183 485

百万円 %  負債 15,111 18,749 △ 3,637

  流動負債 12,644 16,303 △ 3,658

  固定負債 2,467 2,446 21

 純資産 57,969 56,415 1,553

  自己資本　　　（注1） 57,925 56,361 1,564

  自己資本比率（注2） 79.3% 75.0% 4.3pt改善

増減率(%) 進捗率(%)

 売上高 47,447 43,438 4,009 9.2 69,000 68.8

 売上総利益 14,325 12,854 1,470 11.4 - -

 販売費及び一般管理費 △ 6,808 △ 6,641 △ 166 2.5 - -

 営業利益 7,516 6,213 1,303 21.0 12,250 61.4

 営業外収益 64 138 △ 74 △ 53.5 - -

 営業外費用 △ 1 △0 △0 34.5 - -

 経常利益 7,579 6,350 1,228 19.4 12,300 61.6

 特別利益 5 2 3 175.9 - -

 特別損失 △ 4 △0 △ 3 424.6 - -

 税金等調整前四半期純利益 7,581 6,352 1,229 19.4 - -

 法人税等 △ 2,448 △ 2,075 △ 372 17.9 - -

 四半期純利益 5,133 4,276 856 20.0 - -

 親会社株主に帰属する四半期純利益 5,141 4,280 861 20.1 8,300 61.9

 1株当たり四半期純利益（円） 179.72 149.66 30.06 20.1
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■売上高、営業利益、経常利益ともに増収増益。 資産・負債及び純資産の状況

(単位：百万円)

2021/12末 2021/3末 前期末比

■資産

流動資産は、受取手形及び売掛金が60億８千９百万円減少したことなどによ

り、前期末比25億６千９百万円（前期末比 3.7%減）の減少。

固定資産は、投資有価証券が13億２千５百万円増加したことなどにより、前

期末比４億８千５百万円（前期末比 7.9％増）の増加。

■負債

流動負債は、支払手形及び買掛金が22億５千８百万円減少したことなどによ

り、前期末比36億５千８百万円（前期末比 22.4%減）の減少。

固定負債は、概ね前期末並み（前期末比0.9%増）。

■純資産

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益51億４千１百万円の計上に

よる増加と、配当金41億４千８百万円の支払いによる減少などがあり、前期

末比15億５千３百万円（前期末比 2.8％増）の増加。

なお、自己資本比率は79.3%となり、前期末比4.3ptの改善。

（%表示は対前年同四半期増減率） 増減率(%)

♢売上高 47,447 9.2 △ 2.8

♢営業利益 7,516

0.9

21.0 △ 3.7

♢経常利益 7,579 19.4 7.9

♢親会社株主に帰属する四半期純利益 5,141 20.1 △ 19.4

△ 22.4

2.8

損益の状況 2.8

-

(注1)自己資本=純資産の「株主資本合計」+「その他の包括利益累計額合計」　　(注2)自己資本比率=自己資本/総資産
(単位：百万円)

2022/3期

第3四半期

2021/3期

第3四半期
前年同期比

2022/3期

通期

業績予想

■売上高

売上高は、106億７千４百万円となり、働き方

改革および新型コロナウイルス感染症対策の一環

として堅調な仮想デスクトップ（ＶＤＩ）環境の

構築や企業内のデータ量の増大に伴い設備投資

が旺盛なストレージ基盤の構築ビジネスに加え、

サービス提供型ビジネスの拡充などにも注力したこ

とで、前年同期比１億８千１百万円（前年同期

比 1.7％増）の増収。

■利益

営業利益は、７億９千８百万円となり、前年同

期比６千９百万円（前年同期比 9.5％増）の

増益。

経常利益は、９億１千４百万円となり、前年同

期比１億７千２百万円（前年同期比 23.2％

増）の増益。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、６億１

千５百万円となり、前年同期比１億３千４百万

円（前年同期比 27.9％増）の増益。

セグメント情報

(単位：百万円)

売上高 セグメント利益

■システム事業

ストレージ関連事業やネットワークセキュリティ関連

事業が堅調に推移したことなどにより、前年同期

比32億５千７百万円の増収。

■サービス・サポート事業

システム運用ビジネス関連およびクラウドサービス

関連の売上が増加したことなどにより、前年同期

比７億５千２百万円の増収。

2022/3期

第3四半期

2021/3期

第3四半期

 システム事業 32,795 29,537 3,257 4,626 993

 サービス・サポート事業 14,986 14,233 752 2,795

3,633

2,551 244

前年同期比
2022/3期

第3四半期

2021/3期

第3四半期
前年同期比

*本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

1,237

 その他（含む調整額） △ 333 △ 332 0 94 28 66

 計 47,781 43,771 4,010 7,422 6,184

1,303 合計 47,447 43,438 4,009 7,516 6,213
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当期純利益(第3四半期) 当期純利益（通期） ROE（通期）

百万円 百万円

(予想)

配当の状況

(予想)

■売上高

売上高は、474億４千７百万円となり、働き方

改革および新型コロナウイルス感染症対策の一

環として堅調な仮想デスクトップ（ＶＤＩ）環境

の構築やゼロトラストネットワーク時代に沿ったセ

キュリティソリューションに加え、３Ｋ(スリー

ケー)※1を中心としたサービスビジネスの更なる

拡販を図ったことで、前年同期比40億９百万円

（前年同期比 9.2％増）の増収。

■利益

営業利益は、75億１千６百万円となり、前年同

期比13億３百万円（前年同期比 21.0％

増） の増益。経常利益は、75億７千９百万円

となり、前年同期比12億２千８百万円（前年

同期比 19.4％ 増）の増益。親会社株主に帰

属する四半期純利益は、51億４千１百万円と

なり、前年同期比８億６千１ 百万円（前年同

期比 20.1％増）の増益。

※１ ３Ｋ(スリーケー)：「KEL Briefing

Center（ＫＢＣ）」、「KEL Custom Cloud

（ＫＣＣ）」、「KEL Managed Service

（ＫＭＳ）」から成るサービスビジネス群

2022/3期 2021/3期 2020/3期 2019/3期

 中間配当 75円 65 円 65 円 55 円 

 期末配当 70円（予想） 70円 70 円 70 円 

 年間配当 145円（予想） 135円 135 円 125 円 

 自己資本（百万円） ー 56,361 52,863 49,369

 配当性向（％） 50.0（予想） 52.3 52.3 53.0 


